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資料２ ヴィエトナム・ラオスの概況

国 名 ラオス人民民主共和国 ヴィエトナム社会主義共和国

面 積 ２３万６８００km２ ３２万９０００km２

人 口 ５２１．８万人（２０００年央） ７７６８．５万人（２０００年暫定値）

宗 教 上座仏教 仏教（大乗）

首 都 ヴィエンチャン特別市 ハノイ

言 語 ラオス語 ベトナム語

元 首 カムタイ・シーパンドン大統領 チャン・ドゥック・ルオン国家主席

通 貨
キープ（kip）１米ドル＝９５００キープ
（２００１年１２月現在）

ドン（dong）１米ドル＝１５０５０ドン
（２００１年１２月末現在、国家銀行基準
レート）

財政年度 １０月１日～９月３０日 暦年に同じ

一人当たり
GDP

２８０万キープ（約３２７米ドル）（２０００年） ４００米ドル（２０００年）
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